                    学校と家庭を結ぶ道徳通信２年       
おうちの方へ

◇道徳の時間に 「くりのみ」の教材で学習しました。
◇授業のねらいは、「うさぎのやさしさに触れ、自分のことしか考えられなかったことを後悔するきつねの気持ちを考えることを通して、身近にいる人に温かい心で接し、親切にしようとする心を育てる。」です。

 あらすじ
　北風の中、おなかをすかせたきつねとうさぎが、食べものをさがしに山へ行く。きつねはたくさんどんぐりを見つけたが、ひとり占めしようと落ち葉で隠しておく。うさぎは、しなびた栗をやっと2つ見つける。再会したきつねは、1つも見つからなかったと偽る。うさぎは、しばらく悩みながらも、1つきつねに差し出した。
きつねは、そのしなびた栗の実を見つめるうちに、うさぎの相手を思いやる気持ちに感動し、自分本位な行いを恥じながら涙を流す。
 授業の内容と子どものようす

　最初に、子どもたちは涙を流す時はどんな時なのか自分の経験を振り返り、悲しい時や悔しい時だけではなく、嬉しい時や感動で流す涙もあることに気づきました。その後「友達と関わる時はどんな気持ちが大切か考えてみよう」という学習課題で授業を進めました。
自分のことばかり考えて、どんぐりをひとり占めしようとしたきつねの身勝手さや弱さを捉えさせた後、再会した時に「一つも見つからなかった。」と言うきつねに対して、悩みながらも、きつねのことを思い栗の実を差し出したうさぎの胸中を考えさせました。きつねと対照的な相手を考えた温かい行動、きつねが流した涙の意味をじっくり子ども達は考えました。そして、きつね役とうさぎ役になって、この場面の役割演技をしました。きつね役をして「ありがとう。なんてうさぎさんは優しいんだ。ぼくもうさぎさんにあげればよかった。ごめんね。」などという言葉が出てきました。
　栗の実と一緒に優しさをもらって感動するきつねを見たうさぎは、あげてよかったなという思いをいだきます。その思いに共感した子ども達は、「自分もうさぎさんのように相手のことを考えて優しくしたいな」という気持ちを抱くことができたようです。
 おうちの方へ

この時期の児童は、自分本位に怒ったり、わがままを言ったりする場面も少なくありません。自己主張が強い反面、しだいに視野を広げ、相手のことを考えて行動できるように成長するときでもあります。そこで、相手のことを思いやる行動が親切であり、それがいかに人の心を動かすのかという価値を知るためにも、自分が思いやってもらえるときの気持ちを味わうことが重要です。 また、相手が喜んでくれると自分もうれしいということを感じることで、互いの心が温まり、よりよい人間関係へとつながっていくと考えます。思いやりのある言動が見られたときに、すかさず喜んだりほめたりしてあげてください。
